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●マイナンバー制度が始まります
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特
集

　

め
ざ
せ
！
　
１
日
マ
イ
ナ
ス
50
グ
ラ
ム

　
ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
た
め
の
生
活
を
考
え
る

容器包装プラスチックの仕分け
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彦根市のごみ排出量とリサイクル率
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めざせ！　1 日マイナス 50 グラム
ごみの減量と資源化のための生活を考える

特
集

　

便
利
さ
や
快
適
さ
を
追
求
し
た
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
、多
く
の
ご
み
を
発
生
さ
せ
、

地
球
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
世

代
に
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
自
然
を
残

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
ご
み
の
発
生
を
抑
え
、
資
源
を
再
使

用
、再
生
利
用
す
る
生
活
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
ご
み
減

量
・
資
源
化
推
進
室
☎
30-

６
１
１
６

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

１
、０
５
０
グ
ラ
ム

　

こ
れ
は
、
彦
根
市
民
１
人
が

１
日
に
排
出
す
る
ご
み
の
量
で

す
。
右
の
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
過
去
５
年
間
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
、
減
少
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
全
国
平
均
の
９
５
８
グ

ラ
ム
や
滋
賀
県
平
均
の
８
８
０
グ

ラ
ム
（
い
ず
れ
も
平
成
25
年
度
の
排

出
量
）
と
比
べ
て
も
、
多
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

１
、０
０
０
グ
ラ
ム
未
満
に

　

そ
こ
で
今
年
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
、
ご
み
排
出
量
を

昨
年
度
か
ら
50
グ
ラ
ム
減
ら
し

て
、
市
民
１
人
１
日
当
た
り
１
，

０
０
０
グ
ラ
ム
未
満
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（彦根市作成）
※ 1　年間のごみ排出量を 1 年間の日数と彦根市の人口で割ったもの
※ 2　リサイクルできたごみの量を年間のごみ排出量で割ったもの

減
ら
な
い
彦
根
市
の
ご
み
排
出
量

▶
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
燃
や
す
ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
様
子

　

１
日
当
た
り
、
約
90
ト
ン
の
燃
や
す
ご
み
が
搬
入
さ
れ
ま
す
。
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こうなっています　彦根市のごみ

ごみの内訳中間処理最終処分

資源化

※数値はいずれも平成26年度

燃やすごみ
34,179t

焼却
35,690t

大阪湾広域臨海
環境整備センター

4,848t

中山投棄場
2,028t

総資源化量
5,540t

埋立ごみ
1,807t

古紙・衣類
3,152t

使用済乾電池
28t

廃食用油
29t

選別など
容器包装プラスチック

1,243t

ペットボトル
194t

粗大ごみ
1,396t

缶・金属類
259t

びん類
880t
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▲講師を招いて行った、堆肥化に関する研修会

▲参加者で賑わう開催されたエコマーケット「夢畑」

食べ残しや、

生ごみを減らす

生ごみの水切りは

しっかりと
正しいごみの
分別を

買い物は、必要な

物を必要なだけ

ひとりひと手間ごみ減量

物
を
買
う
前
、

集積
所に
ごみを出す前に

古紙は資源
きちんと分別

マイバックで
お買い物

生ごみも資源！　みんなで取り組みごみの減量
日
ひ

夏
か

里
り

エコクラブ
　皆さん、生ごみを簡単に捨てていませんか。私たちは、地
域の皆さんと、有用細菌を使った簡易生ごみ処理器による生
ごみの堆肥化に取り組んでいます。生ごみは堆肥化するこ
とで、有用な資源に変わります。生ごみの堆肥を使用すると、
花もきれいに咲くし、野菜もおいしく育ちます。昔はごみ
として出していた生ごみも、今はゼロです。数か月に１度、
会員が集まって情報交換をしたり、生ごみの処理に使う資
材をわいわい楽しく作ったりしています。皆さんも生ごみ
の堆肥化を始めてみませんか？

使える物を捨てるなんてもったいない！
エコマーケット「夢畑」
　「いらないものをいる人へ」を合言葉に彦根城大手前にあ
る広場をはじめ、さまざまな会場でエコマーケット「夢畑」
と題し、フリーマーケットを開催しています。
　毎回、多くの出店者や来場者を迎え、会場はいつも活気づ
いています。ただいま、エコマーケット「夢畑」では、会
場の準備や開催当日の出店者の誘導などをするスタッフを
募集しています。仲間とワイワイ楽しいリサイクル活動を、
一緒にしませんか？
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ごみの
減量と
資源化

市が行っている、新しい取
り
組
み

▲清掃センターの小型家電回収場所

▲堆肥化する枝など

特
集 めざせ！　1 日マイナス 50 グラム

ごみの減量と資源化のための生活を考える

　
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

平
成
26
年
度
〜

　

小
型
家
電
に
は
、
鉄
や
ア
ル
ミ
、
レ

ア
メ
タ
ル
な
ど
有
用
な
金
属
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
県
内
の
先
陣
を
切
っ

て
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
回
収
を
は
じ
め

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
最
終
処
分
量

の
軽
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
剪せ

ん

定
枝
な
ど
の
堆
肥
化

　

平
成
27
年
度
〜

　

燃
や
す
ご
み
の
量
を
減
少
さ
せ
、
資

源
の
有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
、
以
前

は
焼
却
処
分
を
し
て
い
た
剪
定
枝
な
ど

の
一
部
を
民
間
業
者
に
委
託
し
、
堆
肥

化
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

▲蛍光管の回収用ボックス

　
蛍
光
管
の
分
別
回
収

　

平
成
27
年
10
月
１
日
〜

　

蛍
光
管
の
分
別
区
分
を
設
け
ま
し

た
。
市
役
所
や
支
所
、
各
出
張
所
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
専
用
の
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
回
収
し
て
い
ま
す
。

強
い
彦
根
へ

‒

私
の
思
い‒ ８

彦
根
市
長
　
大
久
保
　

貴

　

彦
根
市
で
は
、
残
念
な
こ
と
に
、
ご

み
排
出
量
が
多
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
ご
み
処
理
量
が
多
け
れ
ば
、
処
理

費
用
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
限
ら
れ

た
資
源
を
次
の
世
代
に
資
源
を
残
す
こ

と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
積
極
的
な
ご
み
減
量
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
私
が
注
目
し
て
い
る

の
は
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
市
民
や
市
民
団
体

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ご
み
減
量
に
向
け

た
活
動
で
す
。
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
が
、
楽
し
み
な
が
ら
ご
み
減
量
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
の
活
動
を
通
し
、
一
人
で

も
多
く
の
人
が
、
彦
根
市
の
ご
み
問
題

を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
市
と
一
体
と

な
っ
て
、
ご
み
減
量
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
家

は
農
業
集
落
に
あ
る
た
め
、
生
ゴ
ミ
を

コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
堆
肥
化
し
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
資
源
循
環
社
会
の
構

築
に
参
加
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

▲生ごみ処理機

　
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

　

生
ご
み
は
水
分
を
大
量
に
含
ん
で
お

り
、
燃
や
す
ご
み
の
重
量
の
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
生
ご
み
を
減
量
し
た

り
、
た
い
肥
化
し
た
り
す
る
に
は
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
や
生
ご
み
処
理
機
が
効
果
的

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
で
の
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
し
た
人
に
は
、
購
入
額
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
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マイナンバー制度が始まります
マ イ ナ ン バ ー と は
マイナンバー（個人番号）は、住民票を持つ（外国

人を含む）すべての人に割り振られる 12 桁の番号で
す。税金や社会保険の申請などで必要です。

10 月５日㈪から

マイナンバーのお問い合わせは
コールセンター
（9：30～17：30　土日、祝日除く）

☎0570-20-0178
英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル
語対応　☎0570-20-0178
マイナンバーのホームページ
http://www.cas.go.jp/seisakubangoseido

通
知
カ
ー
ド

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

マ イ ナ ン バ ー
キャラクターの
マイナちゃん

10 月 14 日㈬以降、
順次「通知カード」「個人番号カー
ド交付申請書」を郵送します。

▶世帯全員分を簡易書留で郵送します。（不在など
で受け取れない場合は、市に返送されます。大事なカー
ドですので、届かない場合は12月中旬までに　市民
課までご連絡ください。）

▶個人番号カードの交付申請書の返信用封筒、説
明書を同封します。

▶申請は①郵送②パソコン、スマートフォンです。

■お知らせ
▶通知カードを受け取れずに、違う市町村に転
出した人は、転出先で申請をしてください。
▶紛失などの場合は、早めに再交付申請をして
ください。
▶コンビ二交付サービス利用を希望する人は、
利用者証明用の電子証明書が必要です。
▶住基カードによる電子証明の発行、更新は、
12月22日㈫16：30で終了します。平
成28年1月以降は個人番号カードを取得
し、署名用の電子証明書を利用してください。
▶電話やメールなどでマイナンバーを聞くこと
はありません。取り扱いには十分ご注意いた
だき、大切に保管してください。

※通知カードは本人確認書類として使えませんので
ご注意ください。

問い合わせ先
通知カード、個人番号カードについて　　市民課☎30-6111、FAX22-1398
制度全般について　　情報政策課☎30-6104、FAX26-4472
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９月と 10 月は
「自動車点検整備推進運動」月間です

「えっ本当！車に乗るのに点検整備やって
ないの？」
　安全と環境保全のためにクルマの点検
整備が必要です。

問い合わせ先　国土交通省近畿運輸局滋
賀運輸支局検査整備保安部門☎ 077-
585-7252、FAX077-500-8085

スタンド

至 名神IC

ガソリン
スタンド
ガソリン

公園

公園

国道８号

①
②

③
結
婚
式
場

公
園

外町
至 大津 至 米原

至 

彦
根
城

至 

彦
根
駅

彦
根
駅
東
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
保
留
地
を

売
却
し
ま
す

口市
市
街
地
整
備
課

現
在
、
以
下
の
保
留
地
の
購
入

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、

市
街
地
整
備
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
先
着
順
。
郵
送
、

電
話
に
よ
る
申
出
は
不
可
）。

な
お
、
予
定
価
格
（
最
低
売
払
価

格
）
以
上
の
買
受
け
金
額
を
提
示

し
た
人
が
対
象
で
す
。

売
払
物
件　

表
の
と
お
り

申
込
書
な
ど
の
配
布
開
始
日　

10

月
１
日
㈭

配
布
場
所　

市
街
地
整
備
課

（
市
役
所
２
階
）、
支
所
、
各
出
張

所　

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

受
付
開
始
日　

10
月
７
日
㈬　

※
午
前
８
時
30
分
に
複
数
の
申
出

者
が
い
る
場
合
は
、
最
も
高
い

買
受
け
金
額
を
提
示
し
た
人
を

売
払
予
定
者
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
街

地
整
備
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
２
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番

物件
番号 地積 予 定 価 格

（最低売却価格） 用途地域 受付日時

①

②

③

343.57㎡ 33,669,900円
第１種住居地域
および近隣商業
地域 10月7日㈬

から受付開始
397.31㎡ 39,611,800円

随時受付中366.87㎡ 35,549,700円 第1種住居地域

第1種住居地域

高
齢
者
・
障
害
者
権
利
擁
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

口市
介
護
福
祉
課

　
口市
障
害
福
祉
課　

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
虐
待
な

ど
の
権
利
侵
害
や
成
年
後
見
の
利

用
な
ど
権
利
擁
護
に
関
す
る
専
門

相
談
機
関
と
し
て
、
10
月
１
日
㈭

に
権
利
擁
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
さ
が
お
に
委
託

し
開
設
し
ま
す
。

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
平
田
町
）

別
館
２
階
（
☎
23-

８
６
４
２
、Ｆ

Ａ
Ｘ
23-

８
６
４
３　

10
月
１
日
㈭

か
ら
）

同
セ
ン
タ
ー
は
、
最
寄
り
の
相

談
機
関
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
障
害
者
相
談
支
援
事
業

所
、
市
の
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者

保
留
地

　

保
留
地
と
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出

し
た
土
地
で
、
そ
の
売
却
収
入
は

土
地
区
画
整
理
事
業
の
財
源
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
留
地
は
、
換
地
処
分

の
公
告
の
日
の
翌
日
ま
で
登
記

簿
が
作
成
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
市
が

保
留
地
権
利
登
録
台
帳
を
作
成

し
保
管
す
る
た
め
、
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

福
祉
な
ど
の
関
係
課
を
専
門
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
、
共
に
支
援
す
る
機

関
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番　

障
害
福

祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

登
録
し
ま
し
ょ
う

銃
砲
刀
剣
類

　　　　　　　
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の

火
縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類

は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
て
い
な
い
銃
砲
・
刀

剣
類
は
、
所
持
す
る
こ
と
や
他
人

へ
の
譲
渡
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
審
査

の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
10
月
８
日
㈭　

県
立
文
化
産
業

交
流
会
館（
米
原
市
）第
２
会
議
室

▼
平
成
28
年
２
月
18
日
㈭　

大
津

合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
が
持
っ
て
い
く
も
の

　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）
②
警
察

署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出
済

証
③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き

６
、３
０
０
円
）
ま
た
は
再
交
付
手

数
料
（
１
件
に
つ
き
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番
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10
月
12
日
（
月
・
祝
）
は

「
び
ん
」
の
み
を
収
集

　　　　　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー　

「
び
ん
」（
月
曜
日
に
収
集
す
る
区

域
）
の
み
を
収
集
し
ま
す
。「
燃

や
す
ご
み
」、「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
「
ご
み
等
の
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
は
、
収
集
日
の
午
前
８
時

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

10
月
19
日
㈪
〜
同
23
日
㈮

搬
入
で
き
ま
せ
ん　

粗
大
ご
み

　口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
粗
大

ご
み
処
理
場
の
補
修
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、
事
業
活

動
に
伴
っ
て
発
生
し
た
粗
大
ご
み

と
一
般
家
庭
か
ら
の
多
量
の
粗
大

ご
み
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
般
家
庭
か
ら
の
少
量

の
粗
大
ご
み
と
有
料
戸
別
収
集
は

受
け
付
け
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け

粗
大
ご
み
の
搬
入
は
控
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

粗
大
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て　

清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
係
☎
24-

３
８
７
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２

８
５
０
番

有
料
戸
別
収
集
に
つ
い
て　

同
管

理
係
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
は
12
月
28
日
㈪
ま
で

　　口市
臨
時
給
付
金
支
給
室

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
請

に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
広
報
ひ

こ
ね
９
月
１
日
号
を
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

申
請
は
12
月
１
日
㈫
ま
で

対
象
者
に
は
、
申
請
用
紙
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。（
児
童
手
当
の
現
況

届
と
同
じ
用
紙
で
す
。
現
況
届
の
提
出
は

保
険
年
金
課
ま
で
）
公
務
員
の
同
給

付
金
の
申
請
は
、
勤
務
先
か
ら
の

証
明
の
入
っ
た
申
請
書
を

臨
時

給
付
金
支
給
室
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給
付
金

支
給
室
☎
０
１
２
０-

１
５
２

８-

90
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９

８
番

宝
く
じ
の
助
成
金
で

地
域
防
災
活
動
を
充
実

　 

　
口市
危
機
管
理
室

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
こ
の

制
度
を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
た
地

域
防
災
組
織
へ
の
助
成
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

防
災
用
資
機
材
を
整
備

【
安
食
中
町
自
主
防
災
会
】

地
域
の
安
心
で
安
全
な
活
動
を

進
め
る
た
め
に
、
防
災
用
資
機
材

（
左
写
真　

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
、発

電
機
、
投
光
器
な
ど
）
を
購
入
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

23-

１
７
７
７
番

楽
し
も
う
！

オ
ト
コ
の
男
女
共
同
参
画
！

　　口市
人
権
政
策
課

ふ
だ
ん
の
何
気
な
い
生
活
の
中

で
「
男
と
は
…
」「
女
と
は
…
」

と
い
う
理
由
で
役
割
や
生
き
方
を

決
め
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
れ
は
、「
男
だ
か
ら
」「
女

だ
か
ら
」
と
い
う
決
め
つ
け
に
つ

な
が
っ
た
り
、
そ
の
人
自
身
の
可

能
性
を
見
失
っ
た
り
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

10
月
11
日
㈰
〜
同
18
日
㈰

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す

「
パ
ー
ト
ナ
ー
し
が
の
強
調
週
間
」

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
楽
し

も
う
！
オ
ト
コ
の
男
女
共
同
参

画
！
」
で
す
。

男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画

や
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
向
け

た
環
境
づ
く
り
、
風
土
づ
く
り
を

進
め
る
主
体
的
な
取
組
を
呼
び
か

け
ま
す
。
こ
の
週
間
を
機
に
、
家

庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
」
を
築
く
一

歩
を
、
あ
な
た
も
踏
み
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

女
性
活
躍
推

進
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７

７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
８-

４
８
０
７
番

10
月
１
日
㈭

国
勢
調
査
を
一
斉
に
実
施

　　口市
企
画
課

10
月
1
日
㈭
か
ら
、
国
勢
調
査

を
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
し
て
い

な
い
世
帯
で
、
10
月
1
日
㈭
を
過

ぎ
て
も
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
４
３
番
ま
た
は
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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平
成
28
年
４
月
か
ら
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
所
機
能
、

小
規
模
保
育
事
業
（
以
下
、
保
育
施

設
）
の
利
用
を
希
望
す
る
児
童
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
保

育
施
設
は
、
保
護
者
が
利
用
基
準

に
該
当
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
に
利
用
で
き

ま
す
。な
お
、平
成
28
年
度
途
中
か

ら
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
幼

児
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

利
用
基
準

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

①
保
護
者
が
勤
め
て
い
る
、
家
業

を
営
ん
で
い
る
な
ど
、
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
て

い
る
場
合
（
１
か
月
の
就
労
時
間

が
48
時
間
以
上
必
要
）

②
母
親
が
妊
娠
中
か
、
出
産
後
間

が
な
い
場
合
（
産
前
２
か
月
〜
産

後
６
か
月
）

③
保
護
者
が
疾
病
に
か
か
り
、
も

し
く
は
負
傷
し
、
ま
た
は
、
心

身
に
障
害
が
あ
る
場
合

④
同
居
ま
た
は
長
期
間
の
入
院
な
ど

を
し
て
い
る
親
族
を
常
時
介
護
、

ま
た
は
看
護
し
て
い
る
場
合

⑤
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
な
ど

の
被
害
に
遭
い
、
そ
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
場
合

⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

を
継
続
し
て
い
る
場
合
（
保
育

認
定
の
期
間
は
３
か
月
）

⑦
保
護
者
が
就
学
し
て
い
る
場
合

保
育
認
定

保
育
施
設
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
年
齢
や
利
用
基
準

に
応
じ
た
保
育
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
認
定
さ
れ
た
期
間
で
利

用
で
き
ま
す
。

保
育
認
定
の
区
分

▼
２
号
認
定　

３
歳
以
上

▼
３
号
認
定　

３
歳
未
満

い
ず
れ
も
、
保
護
者
の
就
労
や

疾
病
な
ど
に
よ
り
、
保
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
で
あ
る
こ
と

※
各
認
定
区
分
は
、
さ
ら
に
保
護

者
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
就
労
を
想

定
し
た
「
保
育
標
準
時
間
」（
１

日
11
時
間
ま
で
の
範
囲
で
、
保
育

を
必
要
と
す
る
時
間
の
利
用
）
と
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
就
労
を
想
定

平
成
28
年
度

保
育
所
な
ど
の
新
規
利
用
申
込

し
た
「
保
育
短
時
間
」（
１
日
８

時
間
ま
で
の
範
囲
で
、
保
育
を
必
要

と
す
る
時
間
の
利
用
）
に
分
か
れ

ま
す
。

利
用
申
込
書
の
受
付

10
月
26
日
㈪
〜
11
月
６
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
に
、

利
用
を
希
望
す
る
保
育
施
設
（
表

参
照
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
内
の
申
し
込
み
を
優
先

し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、定
員
を

超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

は
、
期
間
内
の
申
し
込
み
で
あ
っ

て
も
希
望
す
る
保
育
施
設
に
入
所

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
場
所

利
用
を
希
望
す
る
保
育
施
設 

※
市
外
の
保
育
施
設
へ
の
申
し
込

み
は
、

幼
児
課
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

申
込
書
は
、
10
月
13
日
㈫
か
ら

各
保
育
施
設
、総
合
案
内
（
市
役
所

１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
、

幼
児
課
（
平

田
町
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）
で
渡
し

ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先　

幼
児
課
☎

23-

９
５
９
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
、
希
望
す
る
保
育

施
設
（
表
参
照
）

施設名

市 立 西 保 育 園

市 立 東 保 育 園

市立ふたば保育園

城 南 保 育 園

日 夏 保 育 園

花 田 保 育 園

多 景 保 育 園

旭 森 保 育 園

鳥 居 本 保 育 園

東 山 保 育 園

亀 山 保 育 園

しあわせ保育園

稲枝ふたば保育園

ことぶき保育園

み づ ほ 保 育 園

ノ ゾ ミ 保 育 園

め ぐ み 保 育 園

るんびにー保育園

彦根乳児保育所★

どんぐり保育園

森 の 子 保 育 園

旭森乳児保育園★

レイモンド大藪保育園

ほいくえんももの家だいち

こだまそよかぜ保育園

聖ヨゼフ幼稚園（長時部）

ほ ほ え み 園

定員

110

120

150

220

120

60

60

150

90

60

60

90

90

70

120

90

90

90

85

90

90

45

90

85

90

35

19

募集

25

25

35

55

25

15

15

35

20

15

15

25

15

15

20

25

15

25

20

15

15

10

10

15

10

20

10

昨年度
申込比

32/44

37/38

35/56

47/47

25/25

11/11

16/16

51/60

15/15

20/28

15/15

21/32

17/17

25/25

28/28

33/40

26/39

21/30

21/21

13/13

33/39

8/8

32/38

29/62

29/45

ー

ー

場所

長曽根町8-21

安清町8-4

金剛寺町101

西今町285-1

日夏町2634-1

甘呂町473-2

須越町1154-5

東沼波町498-2

鳥居本町1445

里根町235

賀田山町272-2

南川瀬町1195-1

本庄町2647

上岡部町503

稲部町400-1

本町一丁目8-20

高宮町1755

河原一丁目1-4

中藪二丁目2-6

川瀬馬場町1149-1

野瀬町106

野田山町1099-1

大藪町2655

小泉町395-7

正法寺町26-4

立花町2-24

古沢町181

電話番号

22-1194

22-1394

28-2405

22-2582

28-0614

28-0580

28-0681

22-2658

23-6091

22-5162

25-1209

28-0581

43-2053

43-2057

43-4394

22-6011

26-5791

26-1230

22-5768

25-5110

23-4918

30-3387

47-5945

47-5500

22-0415

22-5376

22-3332

※「★」は０～３歳児対象の保育所です。
※聖ヨゼフ幼稚園は2～5歳児対象の認定こども園で、幼稚園機
能（短時部）と保育所機能（長時部）を併せ持つ施設です（平成
28年4月開園予定）。
※ほほえみ園は0～2歳児対象の小規模保育事業です。
※「募集」は平成28年３月卒園予定人数を基に算出した人数です。
※「昨年度申込比」は、「期間内に申し込みをして利用できた人
数」/「期間内の申込人数」を示しています。
※「昨年度申込比」欄の太い赤の数字は、期間内に申し込みをし
たが、利用できなかった子どものある保育施設を示します。
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臓器移植普及推進月間
臓器移植を希望している患者さんは、およそ

13,000 人です。しかし、臓器の提供が少なく、多く
の人が移植を待ちながら亡くなっています。

臓器提供について考え、家族で話し合い、その気持
ちを意思表示しましょう。

臓器提供意思表示カードは、 健康推進課、彦根保
健所（和田町）にあります。

また、健康保険証や運転免許証の裏面に記入するこ
とで意思表示できます。
問い合わせ先　 健康医療課☎ 077-528-3616

骨髄バンク推進月間
毎年新たに 10,000 人以上の人が、白血病などの

血液疾患を発症しているといわれています。そのうち
骨髄バンクを介する移植を必要としている患者さん
は、毎年 2,000 人以上です。

移植を待っている患者さんにとって、骨髄バンクの
登録が大きな希望になります。
問い合わせ先　 薬務感染症対策課☎ 077-528-

3631、㈶日本骨髄バンク☎ 0120-445-445

10 月 は

■行方不明者は１万人超え
認知症の症状が原因で、自分のことや周囲で起

こっていることが正しく把握できなくなると、道に
迷ったりすることがあります。

認知症（疑い含む）による行方不明者は、全国で
10,783 人（平成 26 年中の行方不明者の状況・警察庁）

です。彦根市では、認知症で行方不明になった人を
早期に見つける取り組みとして、次のことを行って
います。
　

【メール配信システム】
　行方不明者の情報を、登録者のスマートフォン・
携帯電話にメールで送信し、広く情報を求めるサー
ビスです。システムに登録していた
だき見守りにご協力ください。
▶登録の方法 
①彦根市 touroku@hikone-city.jp に

空メールする。
②スマートフォン・携帯電話に

URL 入りメールが届く。
③配信を希望する情報の中から「行

方不明高齢者等の捜索者情報」を選ぶ。
▶登録した場合、どんなことをするの？

登録後は、行方不明者が発生した場合、スマート
フォン・携帯電話に情報が届きます。情報を受けた
人は、買い物などの日常生活の中で行方不明者を気
にかけたり、本人を見かけた場合は、発見時連絡先
に連絡したりします。

具体的な捜索活動を依頼するものではなく、可能
な範囲での協力、情報提供をお願いしています。

【事前登録と早期発見ステッカー】
家族は、行方不明になるおそれのある人の情報を

事前に登録することで、万一の場合にスムーズに情
報を配信することができます。また、事前登録申込
者（希望者）に登録番号入りのステッカーを配布し
ています。本人の靴のかかと部分に貼っておくこと
で、発見につながる可能性があります。

■行方不明高齢者を見守る地域に…
家族は、事前に近隣の

人に事情を説明し、本人
を見かけたら声をかけて
もらい、連絡をしてもら
うなどの関係を築いてお
くことで早期発見につな
がることがあります。

地域でも、不自然な身なり（パジャマ・裸足など）、夜
間の一人歩きなど…このような人を見かけたら、相
手の視野に入ってから、ゆっくり声をかけてみてく
ださい。あなたの見守りや声かけが、その人の命を
救うことにつながります。
問い合わせ先　 医療福祉推進課☎ 24-0828、　 

FAX24-5870

認知症という病気を持つ人を
見守る地域を目指して

▲ QR コードから
も登録できます

▲靴用反射シール（実物大）
　（縦 1.5cm ×横４cm）
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星
空
教
室

秋
の
星
空
案
内

〈
内
容
〉深
ま
る
秋
の
夜
空
を
案
内

し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
10
月
９
日

㈮　

午
後
７
時
〜
同
９
時　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏

町
）　
〈
対
象
〉
天
文
に
興
味
の
あ

る
人　
〈
費
用
〉
３
０
０
円
（
小
学

生
以
上
）　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当
日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
悪
天
候
な
ど
の
場
合
は

中
止
に
な
り
ま
す
。
午
後
４
時
以

降
に
開
催
の
有
無
を
確
認
し
て
お

市営住宅 入居者を募集します
　　 
募集する住宅
　一般向け：中藪団地　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　岡町団地　　　　　1 戸（世帯）

　　　　　　芹川団地　　　　　1 戸（世帯）

申込書配布開始日　10月13日㈫
申込期間　10月19日㈪〜同28日㈬
入居決定の時期　12月上旬頃
入居できる時期　12月中旬以降
申込・問い合わせ先　 建築住宅課
　☎ 30-6123、FAX24-8517

　
※本人または同居（同居予定を含む）の家族が、

建築住宅課（市役所２階）に申込書などを提出
してください。申し込みには条件があります
ので、詳しくは事前にお問い合わせください。

越
し
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ス
教
室

〈
内
容
〉音
楽
の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ

て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

当
教
室
の
前
に
、
講
師
に
よ
る
ダ

ン
ス
披
露
も
あ
り
ま
す
。〈
日
時
〉

10
月
11
日
㈰　

午
前
11
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
〈
場
所
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
ア
リ
ー
ナ　

〈
対
象
〉幼
児
〜
小
学
生（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
持

ち
物
〉
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６

４
５
番
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
直
接

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

古
民
家
雅
楽
会

〜
日
本
古
来
の
楽
器
と
音
色
〜

〈
内
容
〉小お

の
の野
小こ

町ま
ち

の
伝
説
が
残
る

中
山
道
沿
い
の
小
野
町
で
、
雅
楽

の
音
色
を
楽
し
み
ま
す
。　
〈
日

時
〉10
月
11
日
㈰
午
後
４
時　
〈
場

所
〉
安
立
寺
（
小
野
町
１
０
１
９
番

地
）   

〈
対
象
〉
雅
楽
に
興
味
が
あ

る
人　
〈
定
員
〉
50
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉５
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉

10
月
10
日
㈯　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
こ
ね
デ
ザ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
23-

３
３
８

３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

６
８
８
０
番　

※
河
川
の
損
壊
に
よ
り
、
会
場
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

七
曲
り
村
岸
家
庭
園【
第
３
回
】

庭
園
管
理
実
践
講
座

〈
内
容
〉庭
園
全
体
の
統
一
し
た
剪せ

ん

定て
い

の
技
術
技
能
を
習
得
で
き
る
講

座
の
３
回
目
で
す
。　
〈
日
時
〉

10
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
４
時　

〈
場
所
〉
村
岸
家
庭
園
（
沼
波
町
）   

〈
対
象
〉
庭
園
に
興
味
が
あ
る
初

心
者　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込
期
間
〉

10
月
１
日
㈭
〜
同
16
日
㈮　
〈
講

師
〉
仲
隆
裕
さ
ん
（
京
都
造
形
芸
術

大
学
教
授
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
い
ろ
は
組
☎
22-

６
９
３
９

番
（
午
後
６
時
〜
同
９
時
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

５
７
２
７
番
（
川か

わ

窪く
ぼ

さ
ん
）、Ｅ

メ
ー
ル m

ail@
irohagum

i.com

　

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
か
ら

①
住
所
②
氏
名
（
複
数
の
場
合
は
全

員
）
③
連
絡
先
（
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
）
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
※
受
講
者
決
定

者
に
は
後
日
詳
細
を
連
絡
し
ま
す
。

「
暮
ら
し
の
ア
イ
デ
ア
展　

研
究
大
会
」
作
品

〈
内
容
〉
牛
乳
パ
ッ
ク
や
空
き
缶
、

空
き
瓶
、
空
き
箱
、
壊
れ
た
玩
具
、

古
着
な
ど
身
の
回
り
に
あ
る
不
用

品
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
手

芸
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
併
せ
て
研
究
大
会
も
開
催
し

ま
す
。〈
展
示
日
時
〉
10
月
17
日

㈯　

午
後
１
時
〜
同
５
時
、
10
月

18
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

（
研
究
大
会　

午
後
１
時
15
分
〜
同
３

時
30
分
）　
〈
場
所
〉ひ
こ
ね
市
文
化

プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル　

〈
申
込
期
限
〉
10
月
13
日
㈫　
〈
そ

の
他
〉
出
展
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。〈
主
催
〉彦

根
市
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会　

 

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
〒
５
２
２

-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番　

※

教
育
委
員
会
な
ど

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
エ
コ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
夢
畑
」
出
店
者

〈
日
時
〉
10
月
25
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時
（
雨
天
は
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）　
〈
場

所
〉
彦
根
駅
東
地
区
第
１
号
公
園

（
古
沢
町
）　

※
彦
根
駅
東
地
区
ま

ち
づ
く
り
「
お
祭
り
広
場
」
内
で

行
い
ま
す
。〈
出
店
料
〉
１
ブ
ー

ス
５
０
０
円　
〈
定
員
〉
20
ブ
ー

ス
（
先
着
順
）〈
申
込
期
限
〉
10
月

16
日
㈮　
〈
そ
の
他
〉
現
在
、
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
窓
口
か
電
話
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

〈
問
い
合
わ
せ

先
〉
生
活
環
境
課（
〒
５
２
２-

８

５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１

１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５

番　

※
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

面
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

④
出
店
品
目
⑤
人
数
⑥
搬
入
に
使

用
す
る
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
⑦
出
店

希
望
日
を
、
返
信
の
表
面
に
①
住

所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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よ
く
噛
ん
で

健
康
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル

〈
趣
旨
〉よ
く
噛か

ん
で
食
事
を
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
健
康
に
と
っ

て
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

よ
く
噛
む
こ
と
に
目
を
向
け
る
た

め
に
行
い
ま
す
。　
〈
そ
の
他
〉

優
秀
な
作
品
に
は
商
品
券
な
ど
の

賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。　
〈
応
募

期
限
〉
10
月
30
日
㈮　
〈
応
募
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
歯
科
医

師
会
☎
０
７
７-

５
２
３-

２
７
８

７
番
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
shiga-da.org/　

※
応
募
方
法
な

ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

「
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸
」
作
品

〈
募
集
部
門
〉
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
、
詩
（
１
点
に
つ
き
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）
※
各
部
門

と
も
題
は
自
由
で
す
。　
〈
応
募

点
数
〉
部
門
ご
と
に
１
人
２
点
以

内
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生　
〈
応
募
期
間
〉
10
月

７
日
㈬
〜
11
月
７
日
㈯　
〈
表
彰
〉 

部
門
ご
と
に
特
選
・
準
特
選
・
佳

作
を
表
彰
し
ま
す
。
※
こ
の
事
業

は
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
子
ど
も
文
化
芸

術
大
賞
」
対
象
事
業
で
す
。〈
注

意
事
項
〉
応
募
作
品
は
未
発
表
の

７-

４
）
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
作
品

に
①
住
所
②
氏
名
③
ふ
り
が
な
④

電
話
番
号
⑤
学
校
名
・
学
年
を
書

い
て
、
郵
送
か
直
接
窓
口
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
各
学
校
で
も
応
募

を
受
け
付
け
ま
す
。

「
自
助
具
」
を
製
作

福
祉
用
具
講
座

〈
内
容
〉「
自
助
具
」
は
、
靴
下
が

は
け
な
い
、
お
箸
が
も
て
な
い
な

ど
日
常
生
活
で
の
困
難
な
動
作
を

補
助
す
る
道
具
の
こ
と
で
す
。
自

助
具
の
製
作
の
前
に
、
加
齢
に
よ

る
体
の
変
化
な
ど
を
学
ぶ
講
義
が

あ
り
ま
す
。〈
日
時
〉
11
月
６
日

㈮　

午
前
10
時
00
分
〜
午
後
３
時

30
分
〈
場
所
〉
市
立
病
院
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
（
開
出
今
町
）
多
目
的

室　
〈
申
込
期
間
〉10
月
１
日
㈭
〜

同
23
日
㈮　
〈
定
員
〉
50
人
（
先
着

順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉

筆
記
用
具　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
医
療
福
祉
推
進
課
☎
24-

０
８
２
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８

７
０
番　

※
直
接
、
窓
口
か
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

くらしとお金講演会 

テレビ番組や雑誌のコメンテーターとしてお
なじみの森永卓郎さんが、経済の話をわかりや
すくお話しします。

日 時　11 月 8 日 ㈰
14：00 〜 15：40

場所　ビバシティ彦
根（竹ケ鼻町）ビバシ
ティホール

講師　森永卓郎さん
（獨協大学教授・経済ア
ナリスト）

定員　300 人
費用　無料
申込締切日　10 月 20 日㈫（必着。応募多数の

場合は抽選。入場券を郵送します）
申込方法　①郵便番号②住所③氏名④電話番号

⑤森永さん講演会参加希望と書いて、ハガキ、
FAX または E メールで申し込んでください。

申込・問い合わせ先　滋賀県金融広報委員会
事務局（ 県民活動生活課内）☎ 077-528-
3411、FAX077-528-4840、E メ ー ル
shigakinkoui@bz01.plala.or.jp

●

も
の
に
限
り
ま
す
。
盗
作
や
類
似

作
品
と
判
明
し
た
場
合
は
賞
を
取

り
消
し
ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権

な
ど
は
応
募
者
に
帰
属
し
ま
す
が
、

作
品
集
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
な
ど
に

掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
集
や

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
す
る
と
き
に
、
作
品
の
一
部
を

修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
優

秀
作
品
は
、
報
道
機
関
に
作
品
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
新
聞
な
ど

に
作
品
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
人

は
、「
新
聞
掲
載
不
可
」
と
書
い
て

く
だ
さ
い
。〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室

（
〒
５
２
２-

０
０
５
５　

野
瀬
町
１
８
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滋
賀
県
立
大
学
祭

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

〈
日
時
〉
11
月
14
日
㈯
・
同
15
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

５
時　
〈
場
所
〉
滋
賀
県
立
大
学

（
八
坂
町
）
湖こ

風ふ
う

祭さ
い

会
場
内　
〈
出

店
料
〉
１
ブ
ー
ス
（
約
２
・
５
ｍ
四

方
）
３
０
０
円　

※
１
人
１
ブ
ー

ス
限
り　
〈
出
店
数
〉
各
日
２
５

０
ブ
ー
ス（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
〈
出
店
内
容
〉
リ
ユ
ー
ス
を

目
的
と
し
た
衣
類
、雑
貨
、本
、Ｃ

Ｄ
な
ど　

※
食
品
、
動
物
は
不
可　

〈
申
込
期
間
〉
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

〜
同
22
日
㈭
※
当
選
者
に
は
10
月

30
日
㈮
ま
で
に
書
類
を
郵
送
し
ま

す
。〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
湖

風
祭
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kofoo.jim

do.com

、

☎
28-

８
２
２
７
番（
午
後
０
時
30
分

〜
同
１
時
と
同
６
時
30
分
〜
同
８
時
、
土

曜
日
は
午
前
11
時
〜
午
後
５
時
）
※
電

話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
門
講
座  

彦
根
藩
の
歴
史

「
生
誕
２
０
０
年
記
念　

井

伊
直
弼
の
再
発
見
ー
大
き

く
変
わ
っ
た
人
物
像
ー
」

〈
内
容
〉直
弼
の
事
績
と
人
物
像
を

改
め
て
考
え
る
講
座
で
す
。　
〈
日

時
〉11
月
14
日
㈯
、同
15
日
㈰　

い

ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時　

日本に来て、「文化の違い」はマナーや習慣だ
けではなく、人との付き合い方も含んでいること
が分かりました。それを初めて気づくきっかけに
なったのは日本人の「幹事」と「約束」の文化です。

日本では、友達を集める時に幹事をする人がい
ることに驚きました。日程の計画に始まり、店の
予約、集合時間と場所の連絡、時にはお金を回収
して精算するなどを幹事がしなければならないこ
とを知りませんでした。職場関係の集まりでの幹
事ならまだ納得できましたが、友人と遊ぶ時まで
幹事をすることが不思議に思いました。また、仲
がいい人たちと時間を過ごしたいのに、事前に約
束をする人が多いことは、少し丁寧過ぎるように
感じました。

ブラジルでも、友達と事前に約束をすることは
ありますが、突然の誘いや計画を全く立てないで
遊ぶことがよくあります。ブラジルに住んでいた
時は、仕事から家に帰って友だちの誘いで、平日
でもよく会っていました。

日本に来てからは、スケジュールに約束が入っ
ていないと、その日は家から出ませんが、ブラジ

ルでは、何となく友達を集めて、何となくどこか
で遊ぶ流れで、とてもゆるゆると時間を過ごしま
した。それに、幹事の文化がブラジルにはないの
で、次は誰が、いつ、何を企画するかはあまり問
題になりませんでした。

この間、日本に住んでいるブラジル人の友人が、
久々に実家に戻った時の話をしてくれました。あ
る日曜日の午後、その友人はお母さんと一緒にピ
ザを食べに行く約束をしたそうです。しかし、約束
の時間に突然叔母さんが家を訪ねてきたので、お
母さんは「叔母ちゃんが来たから、ピザは別の日に
しよう」と言ったそうです。そこで、友人は「何
で別の日にしなければならないの？叔母ちゃんは
そもそも約束してないでしょう！」と言って怒っ
たそうですが、その怒りの理由はお母さんにうま
く伝わりませんでした。ブラジルでは、いきなり
親戚や知人が家に来たりするのが珍しいことでは
ないので、どうして事前に約束をしないといけな
いのかを、友人の母は不思議に思ったことでしょ
う。ただ、日本の文化に馴染んできた友人には叔
母さんの行動は失礼に感じたようです。

これは気づきにくい文化の違いの一つだと思い
ますが、外国人に会う時、または、外国に行く時
に、人との接し方も異なってくることを忘れない
でください。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第16回  遊ぶ時に事前の約束は？

ナターリャ
の部屋

〈
場
所
〉
彦
根
城
博
物
館
（
金
亀

町
）
能
舞
台
正
面
見
所　
〈
対
象
〉

中
学
生
以
上　
〈
定
員
〉
１
２
０

人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

10
月
21
日
㈬
以
降
に
連
絡
し
ま
す
）　
〈
費

用
〉
４
０
０
円
（
資
料
代
）　
〈
申
込

期
限
〉
10
月
14
日
㈬
（
消
印
有
効
）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根

城
博
物
館
学
芸
史
料
課
「
入
門
講

座
」
係
（
〒
５
２
２-

０
０
６
１　

金

亀
町
１-

１
）
☎
22-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://hikone-castle-

m
useum

.jp　

※
往
復
は
が
き
の

往
信
の
裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
を
、
返
信
の
表
面
に
①

住
所
②
氏
名
を
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す

（
１
人
１
通
ま
で
）。
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国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
報
道
機

関
を
通
し
て
、
被
害
の
未
然
防
止
・
拡

大
防
止
の
た
め
に
情
報
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

高
齢
者
や
女
性
に
と
っ
て
、
古
く

な
っ
た
物
干
し
ざ
お
な
ど
を
自
宅
前
で

販
売
し
て
く
れ
る
移
動
販
売
は
便
利
な

存
在
で
す
。
し
か
し
、現
金
で
支
払
い
を

し
た
消
費
者
が
取
り
消
し
の
連
絡
を
取

ろ
う
と
し
て
も
、
業
者
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
領

収
書
を
も
ら
っ
て
い
て
も
、
記
載
さ
れ

て
い
る
業
者
の
住
所
や
電
話
番
号
が
実

在
し
な
い
た
め
、
業
者
と
連
絡
を
取
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

安
い
価
格
で
消
費
者
に
呼
び
か
け
、

物
干
し
ざ
お
を
安
く
購
入
で
き
る
と
思

わ
せ
な
が
ら
、
高
額
な
請
求
を
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
販

売
価
格
を
は
っ
き
り
確
認
し
、
納
得
で

き
な
い
場
合
は
、
お
金
を
支
払
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
を
し
な
い

と
伝
え
て
も
強
引
に
勧
誘
し
て
く
る
場

合
に
は
、
近
所
や
警
察
に
助
け
を
求
め

ま
し
ょ
う
。
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
記
録
し

て
お
き
、
警
察
に
相
談
し
た
際
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

少
し
で
も
不
安
に
な
っ
た
り
困
っ
た

時
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
契
約

時
の
注
意
点
な
ど
も
お
伝
え
し
ま
す
。

彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

局
番
な
し
の
「
１い

や

や
８
８
」

自
動
車
に
物
干
し
ざ
お
を
陳
列
し
て
巡
回
し
て
い
る
業
者
が
「
物
干
し
ざ
お
１

本
、
千
円
」
と
拡
声
器
で
呼
び
か
け
て
い
る
の
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ず
い
ぶ
ん
古

く
な
っ
た
さ
お
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
業
者
を
呼
び
止
め
２
本
注
文
す
る
と
、「
１

本
４
万
９
、
８
０
０
円
だ
が
４
万
円
に
値
引
き
す
る
。
２
本
で
８
万
円
」
と
言
わ

れ
た
。

そ
ん
な
に
お
金
が
な
い
と
言
う
と
「
コ
ン
ビ
ニ
で
お
ろ
せ
る
で
し
ょ
う
。
一
緒

に
行
く
」
と
言
わ
れ
、
怖
か
っ
た
し
、
さ
お
を
切
っ
て
物
干
し
台
に
合
わ
せ
て
い

た
の
で
仕
方
な
く
コ
ン
ビ
ニ
に
一
緒
に
行
っ
て
お
金
を
お
ろ
し
て
支
払
っ
た
。
領

収
書
し
か
も
ら
っ
て
い
な
い
。
高
額
な
の
で
取
り
消
し
た
い
。

第8
1回

物
干
し
ざ
お
の
押
し
売
り
が
多
発
し
て
い
ま
す

最
近
全
国
で
増
加
し
て
い
る
相
談
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

主催 ： 彦根市 ・ 彦根市教育委員会
問い合わせ先　　教育委員会文化振興室☎23-7810、FAX21-3080

行　　　　　　　　　　　　　事 期　　　　間 時　　　　　間 会　　　　場 入場料
彦根市レクリエーション協会　第65回諸国民踊めぐり
第12回日本生花司 松月堂古流 彦根地区いけ花展
ひこね演劇鑑賞会　東京芸術座公演「蟹工船」
押花の会　なごみ押し花アート展＆池坊ミニ花展
第 8 回 直 弼 杯 将 棋 大 会
彦 根 三 曲 協 会 　 箏・三 弦・尺 八 演 奏 会
第 6 5 回 彦 根 菊 花 競 技 大 会
彦根史談会 「懐かしいわが家の思い出グッズ」展 ｢民具｣展
みずほ文化センター　びわ湖ホール3/4大テノール2015　合唱団と共に
彦根文芸協会 「ひこね文芸」 第34号発表会・文芸講演会・研修会
中 地 区 公 民 館“ み な く ～ る ”文 化 祭
東 山 会 館 文 化 祭
第 4 5 回 暮らし の ア イ デ ア 展・研 究 大 会
西 地 区 公 民 館 文 化 祭
東 地 区 公 民 館 文 化 祭
彦 根 山 草 会 　 秋 の 展 示 会
津軽三味線　柴田三兄妹コンサート in みずほ文化センター
全日本写真連盟滋賀県本部　第23回彦根支部写真展
第36回滋賀県高等学校総合文化祭写真部門
春 日 文 化 祭

10月3日㈯
10月3日㈯ ・4日㈰
10月8日㈭

10月9日㈮～11日㈰
10月10日㈯
10月11日㈰

10月11日㈰～11月15日㈰
10月16日㈮～19日㈪

10月17日㈯
10月17日㈯

10月17日㈯・18日㈰
10月17日㈯・18日㈰
10月17日㈯・18日㈰
10月24日㈯・25日㈰
10月24日㈯・25日㈰
10月24日㈯・25日㈰
10月25日㈰

10月28日㈬～11月1日㈰
10月29日㈭・30日㈮
10月31日㈯・11月1日㈰

13：30（開場13：00）
9:00～17:00（4日は16：00まで）

18：30
9：00～16：30（11日は16：00まで）

10：00（受付9：30）
13：30（開場13：00）
8：00～16：30
10：00～16：00
14：00（開場13：30）
13：30～16：30

10：00～16：00（18日は15：00まで）
17日10：00～17：00、18日9:00～16:00
17日13：00～17：00、18日9:00～16:00
9：00～16：00（25日は15：30まで）
9：00～16：00（25日は15：00まで）
9：00～17：00（25日は16：30まで）
14：00（開場13：30）

9：00～17：00（1日は16：00まで）
10：00～17：00（30日は13：00まで）
31日13：00～17：00、1日9:00～15:00

文化プラザ・エコーホール
文化プラザ・メッセホール
文化プラザ・グランドホール
市民会館・ギャラリー
彦根商工会議所・大ホール
文化プラザ・エコーホール
護 國 神 社 境 内
市民会館・ギャラリー
みずほ文化センター・多目的ホール
東 地 区 公 民 館
中 地 区 公 民 館
東 山 会 館
文化プラザ・メッセホール
西 地 区 公 民 館
東 地 区 公 民 館
市民会館・ギャラリー
みずほ文化センター・多目的ホール
市 民 会 館・ギャラリー
文化プラザ・メッセホール
人 権・福 祉 交 流 会 館

無料
無料
無料※

無料
有料

無料
無料
無料
有料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
有料
無料
無料
無料

【10月の行事】（一部11月の行事を含む）

（申込制）

（会員制）

※会員制（当日入会可）

秋の
　文化祭
秋の
　文化祭

広報ひこね 9月15日号6 ページにある「広告入り窓口封筒の無料提供者」の「掲載できる広告の基準」
の要綱名に誤植がありました。正しくは「彦根市広告入り窓口封筒無償提供取扱要綱」です。訂　正
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 　10 月 17 日㈯、同 18 日㈰ 9：00～15：00

各キャラクターゆかりの地の名産品や、キャラクターの
グッズなどが買えるブースが設けられるほか、各キャラク
ターのPRステージが2日間かけて開催されます。

場所　彦根市中心市街地商店街一帯
問い合わせ先　ご当地キャラ博 in彦根 2015 事務局
　☎22-1130、ＦＡＸ22-1139

交通規制にご協力ください
安全にイベントを実施するため、開催当日、次のとおり、

一部の区間が歩行者専用道路になります（以下のエリア
いずれも交通規制時間 8：00～16：00）。
■夢京橋キャッスルロード
　「本町一丁目」交差点から「京橋」交差点の手前まで
■彦根城内
　「京橋」交差点の京橋から彦根東高校・大津地方裁
判所彦根支部前の城内分岐路まで

■四番町スクエア内
　「お客様駐車場」を含む全域（一部を除く）
※京橋口市営駐車場は閉鎖
16 日㈮午後３時から、１8日㈰撤収後まで閉鎖され
ます。

ひこねの城まつり
彦根いい秋散策プラン
　10 月 1 日㈭～11 月 30 日㈪
彦根の名所・旧跡や市内商店街の見所を紹介、秋の

イベント情報も掲載されたガイドブックを片手に、秋の彦
根を散策していませんか。
▶スタンプ＆シールラリー　期間中、ガイドブック掲載の
名所旧跡に設置されたスタンプと、協力店でのお買い
物でもらえるシールを合わせて6つ集めると、限定「走
破記念品」がもらえます。

ガイドブック配布場所（記念品引換場所）
●彦根商工会議所
●彦根観光センター
●彦根市観光案内所
●ひこね街なかプラザ
　 （四番町スクエア）
●夢京橋あかり館
   （夢京橋キャッスルロード）
●彦根城管理事務所
●銀座街事務所
※配布場所により、休館日などが異なります。記念品の引き換え
は期間中１人１回、１冊のみです。
問い合わせ先　彦根商工会議所☎22-4551、ＦＡＸ26-2730

クレモンティーヌmeets AUNJクラシック・
オーケストラJAPON TOUR 2015
　11月1日㈰19:30

和楽器音楽ユニットのAUNJクラシック・オーケストラと、
日本で愛されるフランス人歌手クレモンティーヌさんが
コラボレーションした演奏をお楽しみください。
場所　玄宮楽々園　野外ステージ
費用　4,500円（全席自由）
発売開始日　10月3日㈯１０：００　チケットぴあ、イー
プラス、ローソンチケット

市民提案事業
①鳳翔台茶婚式　②次代へ残そう能・狂言
　①10月6日㈫、同11日㈰　　②同25日㈰
①茶婚式とは、お茶で両家の「親族固めの儀」を行う「和」
を重んじた結婚式です。
②狂言愛好団体「彦根ほへと会」の会員による狂言のほか、
同団体が指導した学生たちによる能などの披露です。
時間　①午前中 ②11：00～14：30
場所　①玄宮園「鳳翔台」②彦根城博物館能舞台
費用　いずれも無料（①入園料必要。②入館料は不要）
その他　①見学中はお茶の提供はありません。
問い合わせ先　　観光企画課☎30-6120、ＦＡＸ24-9676

彦根城夜楽　第３夜
白く輝く天守と、彦根城下町の夜景を堪能
　10 月 24 日㈯ 18：30～21：30
普段は登城できない夜の彦根城を特別に一般公開します。

彦根城下町の夜景と、まばゆいライトに照らされた勇壮な
天守を間近に見ることができます。入場は午後９時まで。
建物の中に入ることはできません。
問い合わせ先　（公社）彦根観光協会☎23-0001、ＦＡＸ
26-1919

ご当地キャラ博 in 彦根 2015
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日時　11 月 1 日㈰　17：00（19：00 終了予定）

場所　彦根城博物館（金亀町）能舞台
演目・出演者
　大蔵流狂言
　「狐

きつね

塚
づ か

」　茂山七
し め

五三、茂山童
どう

司
じ

　ほか
　「茶

ちゃ

壺
つぼ

」　茂山あきら、茂山千三郎　ほか
　「狸

たぬきの

腹
は ら

鼓
つづみ

」　茂山正
まさ

邦
くに

、　茂山　茂
しげる

　ほか
入場料（全席指定） 
　Ａ席 3,500 円　Ｂ席 3,000 円
発売開始日　10 月 1 日㈭
　彦根城博物館受付と電話でお求めいただけます。

※発売初日のみ、9：00（館内販売）、10：00（電
話予約）に発売を開始します。

販売窓口・問い合わせ（予約）先
　彦根城博物館☎ 22-6100、FAX22-6520
※開演時間 • 演目 • 出演者などは、都合により、やむなく変更することがありますのでご了承ください。
※未就学児の入場はお断りします。
※チケットを購入した人は、博物館展示を無料で観覧できます（11 月 1 日㈰当日に限り有効）。
※彦根城博物館に駐車場はありませんので、近くの有料駐車場を利用ください。

井伊直弼公生誕 200 年祭関連事業

錦秋 狂言の集い

▲大蔵流狂言「茶壺」

読書週間行事「秋だ！読書だ！図書館へ行こう！」

申込方法　開館時間中に、電話、FAX または窓口で申し込んでください（FAX の場合は、名前、連絡先の電話番号か
FAX 番号を書いてください）。また、記載のない催しは、申込不要です。催しはすべて無料です。

申し込み・問い合わせ先　市立図書館☎ 22-0649、FAX26-0300

ロビーコンサート
トランペットやアルトサックスなどの管楽
器とドラムを交えた演奏です。

日時　10 月 10 日㈯ 18：30 〜 19：30
場所　市立図書館フロア
出演　アンサンブル Blue Sky
曲目　希空〜まれぞら〜（連続テレビ小説「まれ」主題歌）、

日本昔ばなしセレクションなど

子どもと本をむすぶ講演会
絵本から物語へ　ー読書につながる読書支援を
考えるー

子どもが活字のみの読み応えのある本を自分で読む
ことができるように、その方法と工夫を考えます。
日時　10 月 24 日㈯ 13：30 〜 15：30（受付 13：00）

場所　市立図書館第１集会室
講師　前﨑成子さん（児童図書館研究会会員）

定員　50 人（先着順）

申込開始日　10 月 2 日㈮ 10：00
主催　彦根市地域文庫連絡会

連続講座「わらべうたで遊ぼう！」
親子でわらべうたを楽しみます。
日時　10 月 29 日㈭、11 月 6 日㈮、同 12 日㈭
　　　10：20 〜 10：50（0 〜 1 歳クラス）、
　　　11：00 〜 11：40（2 〜 3 歳クラス）

場所　市立図書館第１集会室
講師　北川有子さん（とりいもと親子文庫代表）

定員　各クラス 20 組（先着順）

申込開始日　10 月 6 日㈫ 10：00

秋のおはなし会
絵本の読み聞かせ、手遊び、パネルシアター、
簡単な工作など

日時　11 月 7 日㈯① 10：30 〜 11：30、② 14：
00 〜 14：30（主催：ひこね児童図書研究グループ）

場所　市立図書館第１集会室
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催し物催し物 ※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

10月13日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（市立病院敷地内）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共有
したり、情報交換などをする会です。気軽にご参加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」

10月20日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者の家族が集まり、情報交換や学習会をします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

滋賀大マルシェ
環境こだわり農産物
初 秋 の 収 穫 祭

10月2日㈮
11：30～13：30

滋 賀 大 学
（ 馬 場 一 丁 目 ）
生 協 前 広 場

県内の生産者が、環境こだわり農産物や心をこめて育てた新
鮮で安全な野菜、果物、加工品などを販売します。（小雨実施）
滋賀大学社会連携研究センター☎27-1141

雨壷山
秋 の 自 然 観 察

10月17日㈯
9：00～12：00

雨壷山で秋の自然観察を行います。
※天候により中止する場合があります。
持ち物：筆記用具・雨具　費用：100円
彦根自然観察の会（担当：渡邉さん）☎28-3867

集 合 場 所 ：
千鳥ケ丘公園駐車場
（ 平 田 町 ）

ひ こ ね で 朝 市 10月18日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、豆
腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

甲良養護学校
第20回学習発表会

10月30日㈮
9：45～14：30
10月31日㈯

9：40～14：00

県 立 甲 良 養 護 学 校
（犬上郡甲良町金屋）

ステージ発表や作品展示など、特別支援学校に通う子ども
たちの日頃の学習の成果を発表します。
県立甲良養護学校☎38-4880、FAX38-4885

10月4日㈰
10：00～15：00

講演会「石田三成と佐和山城」のほか、大道芸演舞、よ
さこいソーラン、ジビエレストランや特産品販売など
鳥居本お宝発見隊事務局 サンライズ出版㈱☎22-0627

とりいもと宿場まつり 中山道鳥居本街道沿い

彦 根 市 子 ど も
フ ェ ス テ ィ バ ル

10月11日㈰
10：00～14：00

お化け屋敷やダンス教室など、小さい子どもから中学生ま
でを対象に、楽しく遊べるコーナーがいっぱいのイベントで
す。※整理券が必要なコーナーもあります。前日（10日）は、
15：00、当日は14：00に閉館します。
　子どもセンター☎28-3645、FAX28-3646

　 子 ど も セ ン タ ー
（ 日 夏 町 ）

街 中 サ ロ ン 10月14日㈬、同24日㈯
10：00～15：00

川地工務店「minto」
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを話
して情報交換をする場です。成人期の人の参加もお待ちし
ています。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX26-1747

滋賀県の“ちいさな企業”
元 気 フ ォ ー ラ ム

10月15日㈭
13：00～

ピ ア ザ 淡 海
滋賀県立県民交流センター
（ 大 津 市 に お の 浜 ）

中小企業の活性化のために、情報発信や支援策などを考え
るフォーラムです。
　中小企業支援課☎077-528-3733、ＦＡX077-528-4871

元気21歩こう会
10月21日㈬

13：30～15：30
（集合13：30）

集 合 場 所 ：
市 民 体 育 セ ン タ ー
（ 松 原 町 ）

お楽しみコース
井伊直弼公生誕200年にちなんだ講演を聞きます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

彦根駅東地区まちづくり
お 祭 り 広 場
（同時開催　ひこねエコ
マーケット「夢畑」）

10月25日㈰
10：00～12：20
（ひこねエコマーケット
は9：30～13：00）

彦根駅東地区第１号公園
（ 古 沢 町 ）

「ひまわり太鼓」、「東中学校吹奏楽部」による演奏のほか、ヨー
ヨーつり、カロム、けん玉やお楽しみ抽選会などを行います。
会場内では、ひこねエコマーケット「夢畑」も開催します。(雨天中止）
彦根駅東地区まちづくり委員会事務局（　市街地整備課内）
☎30-6126、FAX24-5211

社会適応訓練講習会
「在宅医療・介護とオスト
メイトのストーマケア」

10月17日㈯
13：30～15：30

彦 根 勤 労 福 祉 会 館
（ 大 東 町 ）
２ 階 研 修 室

講演：「高齢者のストーマケア」「滋賀における在宅医療・
在宅介護について」
公益社団法人日本オストミー協会滋賀支部（担当：谷口さん）
☎・FAX077-562-1773

青 少 年 の た め の
科学の祭典2015

10月17日㈯、18日㈰
10：00～16：00

県内で理科教育に携わっている教員や、大学や民間などで
研究する人々による実験や体験型のブースが多数あります。
滋賀大学教育学部（神山さん）☎077-537-7750
滋賀県立大学環境科学部（須戸さん）☎28-8334

滋賀県立大学交流センター
（ 八 坂 町 ）

滋 賀 大 学
健 康 セ ミ ナ ー

10月5日㈪
16：30～17：30

内容：将来子どもをもちたい女性に～月経痛は不妊症の原因か？～
講師：藤原浩さん（金沢大学分子移植学教授）
定員：50人（先着順。要申込）
滋賀大学保健管理センター☎・FAX27-1024

滋 賀 大 学 総 合 研 究 棟
（ 馬 場 一 丁 目 ）

ひこねエコマーケット
「 夢 畑 」

10月12日（月・祝）
9：30～15：30

「リユース・リサイクル品」の中から、欲しいもの、掘り出
し物を見つけてください。※雨天中止
　生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

県立彦根総合運動場
（ 松 原 町 ）
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第230回

今
年
は
、
井
伊
家
13
代
直な

お

弼す
け

が
生
誕
し

て
２
０
０
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
実
は
、
今
か
ら
約
１
０
０
年

前
に
も
、
直
弼
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し

た
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
直

弼
の
代
表
的
著
作
「
茶ち

ゃ

湯の
ゆ

一い
ち

会え

集し
ゅ
う」

の
翻

刻
出
版
で
す
。

現
在
、
直
弼
は
、
幕
末
を
代
表
す
る
大

名
茶
人
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
茶
人
と
し
て
の
活
動
が
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
直
弼

が
亡
く
な
っ
た
後
、
約
半
世
紀
が
た
っ
た

頃
の
こ
と
で
し
た
。

直
弼
を
初
め
て
世
に
広
く
紹
介
し
た
の

は
、
高
橋
箒そ

う

庵あ
ん

（
本
名
・
義よ
し

雄お

）
と
い
う
人

物
で
す
。
箒
庵
は
、
三
井
銀
行
や
三
越
呉

服
店
の
重
役
を
歴
任
し
た
後
、
51
歳
で
実

業
界
を
引
退
し
て
か
ら
は
、
茶
道
三
昧
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

箒
庵
は
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
６
月

13
日
、
井
伊
家
15
代
直な

お

忠た
だ

が
開
い
た
演
能

会
に
招
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
茶
人
と

し
て
の
直
弼
に
つ
い
て
直
忠
か
ら
初
め
て

聞
か
さ
れ
た
箒
庵
は
、
翌
日
、「
茶
湯
一
会

集
」
の
直
弼
自
筆
本
を
閲
覧
し
ま
す
。

「
茶
湯
一
会
集
」
に
感
銘
を
受
け
た
箒
庵

は
、福
沢
諭
吉
が
刊
行
し
た
新
聞
「
時じ

事じ

新し
ん

報ぽ
う

」
の
紙
上
に
発
表
し
て
い
た
「
東
都
茶

会
記
」
の
中
で
、「
井
伊
大
老
の
茶
道
観
」

と
題
し
、
同
年
６
月
か
ら
７
回
に
わ
た
っ

て
連
載
を
行
い
、
直
弼
の
茶
の
湯
を
紹
介

し
ま
し
た
。

箒
庵
は
「
東
都
茶
会
記
」
に
お
い
て
、直

弼
を
、「
茶
道
の
造ぞ

う

詣け
い

に
至
り
て
は
啻た

だ

に
大

名
芸
に
非
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
直た

だ
ち

に
斯し

道ど
う

の
大だ

い

宗そ
う

匠し
ょ
うた
る
力
量
を
備
え
た
る
者
の
如ご

と

し
」
と
表
現
し
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
茶
湯
一
会
集
」
の
本
文
を
引
用

し
て
、「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」
と
「
独ど

く

座ざ

観か
ん

念ね
ん

」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

一
期
一
会
と
は
、
た
と
え
同
じ
顔
ぶ
れ

で
何
回
も
茶
会
を
開
い
た
と
し
て
も
、
今

日
の
茶
会
は
決
し
て
繰
り
返
す
こ
と
の
な

い
会
だ
と
思
え
ば
、
そ
れ
は
わ
が
一
生
に

一
度
の
会
で
あ
り
、
真
剣
な
気
持
ち
で
、
少

し
も
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
こ
ろ
な
く
、
茶

を
い
た
だ
く
心
構
え
が
必
要
だ
と
い
う
心

得
を
示
す
言
葉
で
す
。
そ
の
典
拠
は
、
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
うの

「
一
期
に
一
度
の
参
会
の
様
に
」

と
い
う
言
葉
に
あ
る
と
さ
れ
、
一
生
に
一

度
と
い
う
緊
張
感
を
も
っ
て
茶
会
に
臨
む

よ
う
に
と
説
い
た
利
休
の
教
え
を
、
直
弼

が
特
に
重
視
し
て
取
り
上
げ
、
簡
潔
な
四

字
熟
語
で
示
し
た
言
葉
と
言
え
ま
す
。

一
方
、
独
座
観
念
と
は
、
茶
会
後
の
亭

主
の
あ
る
べ
き
た
た
ず
ま
い
を
示
す
言
葉

で
す
。
客
が
帰
っ
た
後
に
茶
室
に
一
人
座

し
、
今
日
の
一
会
が
終
わ
っ
て
、
も
う
二

度
と
同
じ
会
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
思
い
、
一
人
静
か
に
今
日
の

茶
会
を
顧
み
る
、
と
い
う
内
容
で
、
一
つ

の
会
が
終
わ
っ
た
後
の
物
寂
し
さ
と
充
足

感
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

一
期
一
会
と
独
座
観
念
に
は
、
主
と
客

が
互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
精
神
的
に

深
い
交
わ
り
を
持
つ
と
い
う
、
直
弼
が
理

想
と
し
た
茶
の
湯
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
箒
庵
は
「
茶
湯
一
会
集
」
か
ら
こ

の
二
語
を
特
に
と
り
あ
げ
、
直
弼
の
茶
の

湯
を
端
的
に
表
現
し
て
紹
介
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
箒
庵
は
、
直
弼
生
誕
１
０
０
年

祭
の
事
業
と
し
て
「
茶
湯
一
会
集
」
の
翻

刻
と
出
版
に
協
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

同
書
の
他
に
直
弼
の
茶
書
四
作
を
収
め
た

『
井
伊
大
老
茶
道
談
』（
１
９
１
４
年
、
中
村
勝

麻
呂
著
、箒
文
社
刊
）
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
後
も
、「
茶
湯
一
会

集
」
は
茶
の
基
本
書
の
一
つ
と
し
て
、度
々

翻
刻
が
出
版
さ
れ
、
直
弼
の
茶
の
湯
は
広

く
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
は
、現
在
、茶

の
湯
の
み
な
ら
ず
一
般
に
用
い
ら
れ
る
言

葉
と
な
っ
て
い
ま
す
。
直
弼
が
生
ま
れ
て

２
０
０
年
を
経
た
今
年
、
こ
の
言
葉
の
意

味
と
流
布
し
た
き
っ
か
け
を
知
り
、
改
め

て
、
直
弼
が
作
り
上
げ
た
茶
の
湯
の
世
界

に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

　
　

井
伊
直
弼
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業　

―
「
茶
湯
一
会
集
」
の
出
版
―

写
真
の
作
品
は
、
特
別
展
「
一
期
一

会
の
世
界　

大
名
茶
人　

井
伊
直
弼

の
す
べ
て
」
で
、
10
月
20
日
㈫
ま
で

展
示
し
ま
す
。

▲茶湯一会集　冒頭部分
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10月の休館日　5日㈪、13日㈫、19日㈪、26日㈪

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ

ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

Ⓒ石森プロ・テレビ朝日・東映AG・東映

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。
◎高齢者は65歳以上です。学生、高齢者、障害者はひこね市文化
プラザチケットセンター窓口のみの販売となります。

指定

特

　別

　展

◀
和
歌
短
冊

　井
伊
直
弼
筆

ギャラリートーク 　
10月24日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

ほ
会

ほ
会

んんものの
”

“

いの出のと
常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

シリーズ　直弼のこころ　
10月20日㈫まで　　
「一期一会の世界　大名茶人　井伊直弼のすべて」
直弼の自作の茶書や茶道具を一挙公開し、彼が敬愛した千利休

と片桐石州ゆかりの名品を併せて紹介します。茶の湯の本質を探求
し続けて独自の世界を築き上げた茶人直弼の全貌を初めて明らかに
します。

観覧料が必要

朝鮮出兵のため九州にいる徳川家康が、留守をあずかる
井伊直政に宛てた1通。たびたび飛脚で江戸の様子が報告さ
れることに礼を述べています。遠くにいても連絡を怠らない
直政の仕事ぶりは、家康を満足させました。

常設展示「“ほんも
の”との出会い」では、
譜代大名筆頭・井伊家
に伝来した名宝を中心
に80点あまりを展示し
ています。

11月23日（月・祝）まで 

徳川家康黒印状　井伊直政宛
とく　がわ

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

2016年1月17日㈰ 1回目10：30　2回目14：30  
グランドホール
スーパー戦隊レジェンドライブ2016

12月25日㈮ 19：00  エコーホール
純名里沙クリスマスコンサート
出演：純名里沙（ボーカル）、
　　　笹子重治（ギター）
元宝塚歌劇団花組トップ娘役・純名里沙が

ジャズからミュージカルナンバーまで透明感
のあるシルキーヴォイスでお届けします。

※未就学児入場不可

指定

シリーズ　直弼のこころ　
10月23日㈮～11月24日㈫まで　
「学びの人  井伊直弼」

い　   い なお　すけ

2016年2月27日㈯ 15：00  グランドホール
井伊直弼公生誕200年記念事業
狂言風オペラ“コジ・ファン・トゥッテ”

いち　ご いち　え

テ

　ー

　マ

　展

直弼は、禅、国学、和歌、居合、兵学など、
文武諸芸を学んでいました。その際、先
人の著述を徹底的に読み込み、そこから
自分の考えを導き出していました。本展
では、生涯をかけて幅広く、そして奥深
く学び続けた直弼の姿を紹介します。

いえ　やす こく   いん  じょう い い な お ま さ あて

キャラクターショーの枠を超えたスーパーアクション
ステージ！現在大人気放送中の「手裏剣戦隊ニンニン
ジャー」はもちろん、歴代のスーパー戦隊も登場！
子どもたちだけでなく、お父さん・お母さんも楽しめる。

1日限りのスペシャルイベント！

【10月24日㈯発売】一　般S席 3,500円　A席 2,500円
【10月11日㈰発売】友の会S席 3,150円　A席 2,250円
※当日は500 円増
※3歳以上有料、2歳以下膝上鑑賞無料、席が必要な場合は有料。 

モーツァルトのオペラ作品を狂言風にアレンジした世にも愉快なク
ラシカル・クロスオーバー・エンターテイメント。狂言師・落語家、
そしてドイツ・カンマーフィルハーモニー・ブレーメン管楽ゾリステ
ンが織りなす優美にしてユーモラスな伝統文化をお楽しみください。

※未就学児入場不可
【10月17日㈯発売】 一　般S席 4,000円　A席 3,500円
　　　　　　　　学　生S席 2,000円　A席 1,500円

　　　　　　　高齢者・障害者 S席3,800円　A席3,300円
【10月10日㈯発売】友の会S席 3,600円　A席 3,150円

指定

11月29日㈰ 13：30  エコーホール
狂言風オペラ　親子体験教室
講師：茂山あきら・増田浩紀　　　
【10月10日㈯申し込み開始】参加費無料（小学生以上、祖父母との参加可）

親子 20組限定（先着順）見学可　持ち物：白足袋

【10月10日㈯発売】一般 3,000円　ペア5,000円（2枚1組）
　　　　　　高齢者・障害者・学生2,700円

【10月3日㈯発売】友の会2,500円　友の会ペア4,800円（2枚1組）
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９
月
１
日
号
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器(

以
下
「
住
警
器
」
と
呼
び

ま
す)

は
10
年
を
目
安
に
交
換
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
今
回
は
住
警
器
の
手
入
れ

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト

感
知
部
分
に
ほ
こ
り
が
入
る
と

誤
作
動
を
起
こ
し
た
り
、
火
災
を

感
知
し
に
く
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
年
に
１
回
を
目
安
と
し

て
、
定
期
的
な
掃
除
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
掃
除
の
際
は
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
、
破
損
さ
せ
な
い
よ

う
丁
寧
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

▼
布
に
中
性
洗
剤
を
浸
し
、
十
分

絞
っ
た
状
態
で
外
観
の
汚
れ
を

拭
き
取
る
。

▼
ベ
ン
ジ
ン
や
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の

有
機
溶
剤
は
使
用
し
な
い
。

▼
水
洗
い
は
し
な
い
。

▼
煙
流
入
口
は
煙
を
感
知
す
る
重

要
な
部
分
な
の
で
、
塞
い
だ
り
、

傷
を
つ
け
た
り
し
な
い
。

▼
住
警
器
は
天
井
な
ど
の
高
い
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、

イ
ス
な
ど
を
使
う
場
合
は
転
落

に
気
を
付
け
て
、
安
全
に
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
定
期
的
に
作
動
す
る
か

　

点
検
し
ま
し
ょ
う

い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
警
器
が

働
く
よ
う
に
、
定
期
的
（
約
１
カ
月

に
１
回
が
目
安
）
に
、
ま
た
、
長
期

間
家
を
留
守
に
し
た
と
き
に
は
住

警
器
が
作
動
す
る
か
ど
う
か
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

点
検
方
法
は
本
体
の
ひ
も
を
引

く
も
の
や
、
ボ
タ
ン
を
押
し
て
点

検
す
る
も
の
な
ど
機
種
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
取
扱
説
明
書
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
音
が
鳴
ら
な
い
場
合

次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
電
池
は
し
っ
か
り
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

▼
電
池
切
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

▼
機
器
の
故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
ほ
か
、

各
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
い
つ
も
の
音
と
違
う
場
合

電
池
残
量
が
少
な
く
な
る
と
、

音
声
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
ピ
ッ

…
ピ
ッ
…
と
短
い
音
が
一
定
間
隔

で
鳴
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
電
池

と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
住
警
器
を
設
置
し
て
10

年
が
経
過
し
て
い
る
も
の
は
、
電

子
機
器
が
劣
化
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
家
族
や
財

産
を
守
る
た
め
に
も
、
住
警
器
の

交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
②

日
常
の
手
入
れ
に
つ
い
て

高齢者世帯防火診断を実施します 

消防本部では、毎年秋の火災予防運動の一環と
して高齢者世帯防火診断を実施しています。

防火診断は、消
防職員などが高
齢者世帯を訪問
し、暖房器具・調
理器具などの火
気使用や取扱い
方法、住宅用火災
警報器・消火器な
どの設置状況、布
団・カーテン・寝
衣類の防炎製品
の使用状況を診
断し、防火意識の
高揚と出火防止

を図ります。
日頃、防火について不安や疑問がある場合は、民

生委員児童委員に防火診断を依頼してください。ま
た、民生委員児童委員から診断の推薦を受けた場合
は、この機会に防火診断を受けてください。

ファックスによる
119 番緊急通報について

聴覚や音声言語に障害のある人、コミュニケー
ションの方法に配慮が必要な障害のある人など、電
話で 119 番通報が困難な人のた
めに、消防本部ではファックスに
よる 119 番通報を受けています。

なお、利用は事前登録制です。
詳しくは問い合わせてください。
問い合わせ先　 消防本部通信指令課☎22-0119、

FAX27-0119▲昨年の防火診断の様子

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427

▲ひもで引くタイプ
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がん検診　愛する家族への　贈りもの①
がん患者さんからのメッセージ

がん患者サロン「りらく彦根」

がん患者さんや、その家族の交
流の場です。

お互いの悩みを打ち明けて、一
緒に話して、聞いて、泣いて、笑っ
て思いを分かち合いませんか。
問い合わせ先　市立病院がん相

談支援センター☎ 22-6050

私
の
が
ん
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
た
ま

た
ま
受
け
た
時
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
悪
性
だ
っ
た
の
で
、
最
終
的
に
は

臓
器
の
片
方
を
取
り
、
抗
が
ん
剤
治
療

を
し
ま
し
た
。

早
く
見
つ
か
れ
ば
、
簡
単
な
治
療
で

済
ん
だ
の
に
、「
ど
う
し
て
検
診
を
受
け

な
か
っ
た
の
か
」と
後
悔
し
ま
し
た
。
毎

年
検
診
を
受
け
て
い
た
ら
、
た
と
え
検

診
で
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
な
く
て
も
、

自
分
が
行
動
し
て
い
る
分
、
後
悔
が
少

な
く
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
ら
怖
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
見
つ

か
っ
た
ら
、
初
期
の
場
合
、
助
か
る
確

率
は
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
年
１
回
は
が
ん
検
診
を
必
ず

受
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　

がんが早く見つかれば、
もっと簡単な治療で
済んだはず

 女性
　50 歳代
りらく彦根参加者

10
月
は
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達
成

の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
。
こ

の
機
会
に
が
ん
検
診
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課
☎
24-

０

８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
８
７
０
番

私
は
た
ま
た
ま
、ベ
ッ
ド
で
本
を
読
ん

で
い
た
時
に
、乳
が
ん
の
し
こ
り
に
触
れ

て
発
見
し
ま
し
た
。

腫
瘍
径
が
小
さ
か
っ
た
た
め
、手
術
の

た
め
３
週
間
く
ら
い
入
院
し
て
、す
ぐ
に

仕
事
に
復
帰
し
ま
し
た
。

２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
っ
て
い
く

時
代
で
す
。が
ん
が
見
つ
か
る
の
が
早
い

か
遅
い
か
な
ら
、早
く
に
見
つ
け
て
対
応

し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
、ぜ
ひ
検
診
を
受

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

自分でがんを見つけて、
３週間で仕事復帰

▲ 10 月 13 日㈫にビバシティ彦根
で行うがん検診の PR に登場

が ん 検 診 ・ 骨 粗 し ょ う 症 検 診 （ 集 団 検 診 ）

【男性の日程】

12日㈭
7日㈪

会　場

くすのきセンター午前

胃がん 大腸
がん肺がん検 診 日 時間帯

11月
12月

がん検診予約専用電話

2 4 - 3 7 1 9
み　な　い　くふうふ　しりあい

● ● ●

● ● ●

【女性の日程】

11日㈬

17日㈫

24日㈫
4日㈮

8日㈫

17日㈭

会　場

福祉センター
別館2階

午前
午前
午後
午前
午前
午前
午後
午前

胃がん 大腸
がん肺がん検 診 日 時間帯

11月

12月

乳がん 子宮頸
がん

骨粗
しょう症

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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【最終日程】

詳しくは、広報ひこね5月15日号と同時に配布した「平成27年度彦根市健康診査・
がん検診のお知らせ」をご覧ください。

 女性
　50 歳代
りらく彦根参加者

「滋賀の健康づくりキャラクター  
ハグ＆クミ」
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

指定医療機関（五十音順）
医療機関名 電話番号住　所 住　所医療機関名 電話番号

足立レディースクリニック
池田クリニック彦根（かかりつけのみ）

い け だ 耳 鼻 咽 喉 科
石 島 医 院
伊 藤 整 形 外 科
おおはし内科循環器科クリニック
岡 田 医 院
おがわ耳鼻咽喉科クリニック
お く の 内 科
か さ い 整 形 外 科
き た む ら 内 科 医 院
橘 地 医 院
KKCウエルネスひこね健診クリニック

小 林 医 院
小 森 医 院
坂 田 整 形 外 科
し み ず ク リ ニ ッ ク
白 石 外 科
しらいし耳鼻咽喉科
神野レディスクリニック
神野レディスクリニックアリス
神野レディスクリニックソフィア
菅原メンタルクリニック
杉本整形外科（かかりつけのみ）

すみよしクリニック
せ い 医 院
曽 我 医 院
髙 崎 医 院
たかはし整形外科（かかりつけのみ）

高村外科（かかりつけのみ）

高 山 内 科 循 環 器 科
田 口 診 療 所

佐和町5－41
大東町9－16上野ビル本館2階
西今町948－5
城町二丁目6－23
西今町1041－18
後三条町649
橋向町44
古沢町181近江鉄道ビル1階
本町一丁目4－28
中央町3－56
長曽根南町448－25
栄町二丁目6－47
古沢町181
京町二丁目7－38
旭町2－18
清崎町288－37
中央町3－55
肥田町915
金沢町586－4
中央町3－73
八坂町2888－1
川瀬馬場町1082－1
大東町9－16上野ビル本館2階
東沼波町1013－1
小泉町106－1－103
京町三丁目4－48
清崎町878
西葛籠町164
長曽根南町395－7
中央町3－10
日夏町2680－35
彦富町905－3

22-2155
24-3555
27-3317
22-0598
23-7787
30-3800
22-1505
22-8799
21-3355
21-2201
22-9617
23-2057
24-3011
22-0247
22-2714
28-3737
21-3525
43-5651
43-6500
22-6216
29-9025
25-5566
21-0840
30-0055
30-1835
27-1521
28-2925
28-0210
27-6296
22-0650
28-7007
43-6600

辰 巳 医 院
田 中 ク リ ニ ッ ク
塚 本 医 院
つじ泌尿器科クリニック
堤 医 院
徳 田 医 院
な か つ か 内 科 医 院
中 西 医 院
中橋整形外科クリニック
成美記念クリニック
西 川 医 院
橋 本 医 院
馬 場 医 院
はやし婦人クリニック（女性のみ）
ひ ま わ り 診 療 所
ふじせき医院（かかりつけのみ）

藤野こどもクリニック
ふ せ ク リ ニ ッ ク
松 木 診 療 所
松 本 医 院
宮 下 内 科
安 澤 内 科 診 療 所
山 崎 外 科
山 下 医 院
山 田 ク リ ニ ッ ク
横 野 医 院
わ だ 医 院

彦 根 中 央 病 院
友 仁 山 崎 病 院
豊 郷 病 院
彦 根 市 立 病 院

高齢者
インフルエンザ予防接種

　インフルエンザワクチンは、予防接種を受けてから抵抗力がつくまでに2週間程度
かかり、効果の持続期間は約5か月間といわれています。接種を希望する人は次の事
項に注意して、流行する前に受けておくことをお勧めします。

予防接種を受けることができない人
▶明らかに発熱のある人（通常37.5℃以上をさします）

　▶重篤な急性疾患にかかっている人
▶インフルエンザ予防接種に含まれる成分によって、
アナフィラキシーを起こしたことがあることが明
らかな人

▶インフルエンザ予防接種後2日以内に発熱のみら
れた人、全身性発疹などのアレルギーを疑う症状
があった人
※上記に該当しない場合でも、医師が接種不適当
　と判断したときは接種できません。

その他　施設に入所しているなど、やむを得ない事情
で下表の医療機関で接種が困難な場合や、市外の滋
賀県広域化予防接種医療機関で接種を希望する場合
は、事前に　健康推進課に問い合わせてください。

対象　市内に住民登録がある以下の人
　①接種当日65歳以上の人
　②彦根市から連絡がある人（接種当日60歳以上65歳未

満で、心臓、じん臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人【身体障害
者手帳１級相当】）

実施方法　下表の指定医療機関に予約をして接種。本
人が希望する場合のみ行います。
自己負担額　1,390円（ワクチンに含まれる成分が増えて、ワクチ
ン代が上がったため、自己負担額が前年度と変わっています。なお、接種
料金4,620円との差額は市が負担します）生活保護受給者は無
料（事前に送付するインフルエンザ無料票を持って受診してください）
接種回数　１回
実施期間　10月1日㈭～12月28日㈪（接種開始日は医
療機関により異なりますので、各医療機関にご確認ください）

22-1180
27-1611
27-0101
23-7714
24-0533
43-7001
29-0981
22-1152
26-5088
28-1323
22-3887
43-2207
28-3360
26-0528
27-2473
23-2233
47-5311
46-3711
22-5185
28-0633
22-0383
22-0954
22-1888
24-5290
22-7005
24-1515
47-6850

23-1211
23-1800
35-3001
22-6050

西沼波町269－18
開出今町1516－18
後三条町361－8
西今町1131－23
原町850－179
出路町218－1
川瀬馬場町1082－5
芹橋二丁目9－14
高宮町1793－3
賀田山町1405－3
鳥居本町1732
上西川町384
高宮町3020
竹ケ鼻町658
平田町230－10
高宮町2037
戸賀町36－6
地蔵町190－8
平田町678－10
日夏町3662
芹橋二丁目9－56
高宮町2290
河原三丁目1－20
長曽根町5－25－1
西今町923－1
大藪町2035－4
野良田町330－31

西今町421
竹ケ鼻町80
犬上郡豊郷町八目12
八坂町1882
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  健康推進課（八坂町　市立病院敷地内・
　くすのきセンター2階）
☎24-0816、FAX24-5870

津
田
勘か

ん

　じ治
ち
ゃ
ん

（
西
今
町
）

河
野　

縁ゆ
か
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ち
ゃ
ん

（
正
法
寺
町
）

田
中
結ゆ

紀き

乃の

ち
ゃ
ん

（
芹
川
町
）

彦根市に「特別警報」
または「暴風警報」
が発令された場合（午
前の実施は 7：00、午後
の実施は 10：30 時点）

は、健診や相談などが
中止になります。

血圧が高い、脂質や血糖の値が高いことは、血管の
壁を傷め、動脈硬化を進行させます。年に１回、健康
診査を受けて体の状態を知りましょう。
対象　彦根市に住民登録があり次の要件に該当する人

（年齢は、平成 28 年３月 31 日が基準）　
▶健康診査（内容は、問診、身体測定、腹囲測定、血圧測定、

尿検査、血液検査、内科診察）

①昭和 51 年 4 月 1 日〜平成 9 年 4 月 1 日生まれの
人

②昭和 15 年 4 月 2 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生ま
れの生活保護受給者（彦根市に住民登録が無く、在住して
いる人を含む）

▶結核健康診断
　昭和 26 年 3 月 31 日以前生まれの人
▶肺がん検診
　昭和 26 年 4 月 1 日〜昭和 51 年 3 月 31 日生まれ

の人
▶肝炎ウイルス検診

① 40、45、50、55、60 歳の人で、過去に市の
肝炎ウイルス検診を受けていない人（対象者には、５
月下旬に案内を送付しています）

②①の年齢を除く 41 歳以上の人で、過去に市の肝
炎ウイルス検診を受けていない人（検診の１週間前
までに健康推進課へ電話か FAX で申し込んでください）

市 民 健 康 診 査

日時
実施日

10月14日㈬

15日㈭
19日㈪
24日㈯

場　 　所

ひ こ ね 燦 ぱ れ す

ひ こ ね 燦 ぱ れ す
男女共同参画センター「ウィズ」
くす の きセンタ ー

受付時間
 9：30～11：00
13：00～14：30

 9：00～11：00

詳しくは、広報ひこね5月15日号と同時に配布した
「平成27年度彦根市健康診査・がん検診のお知らせ」
をご覧ください。

骨粗しょう症予防教室　

♪　美
び

骨
こ つ

レッスン　♪　
　骨粗しょう症の予防には、毎日の食事、運動
など生活習慣が大切です。この機会に参加して
みませんか。
日時　10月29日㈭ 9：30〜 12：00　（受付9：

20〜9：30）

場所　くすのきセンター 1 階
内容　美骨ストレッチ＆カルシウムアップ食べ

合わせ術の話
定員　50 人（先着順）　
費用　無料
※運動ができる服装でお越しください（上靴は不

要）。
申込・問い合わせ先　電話か FAX で、 健康

推進課に申し込んでください。　※ FAX の
場合は、①「美骨レッスン希望」②氏名③住
所④生年月日⑤電話番号を書いてください。

☆管理栄養士による食生活改善アドバイス☆

健診結果を確認されましたか？ 血圧、血糖値、
中性脂肪などが高かった人は、ぜひこの機会に一
緒に食生活を見直してみませんか。
日時　10月5日㈪、同 23 日㈮ 

9：00 〜、10：30 〜〈予約
制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、

さまざまな栄養相談を受け付
けています。

栄 養 相 談
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表
紙
の
写
真

人口と世帯数
　　　　　　平成27年9 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　（　）内は前月との比較

112,589 人（ー  68）
　55,530 人（ー  32）
　57,059 人（ー  36）
45,743 世帯 （ー  　7）

井伊直弼公生誕200年祭事業

「ひこね菓子選手権」　入賞３作品が決定

彦根観光協会会長賞「彦水」

井伊直弼公生誕 200 年祭賞「かえりみち」

彦根市長賞「茶菓ポン」

井
伊
直
弼
公
の
茶
人
と
し
て
の
魅
力

を
発
信
す
る
「
ひ
こ
ね
菓
子
選
手
権
」

の
試
食
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、
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ま
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き▲入賞作品を手にする（左から）辻井さん、㈲いと重

菓舗（藤田さん）、安井さん
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正
し
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ま
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